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ヒトが生み出す文には限りないヴァリエーションがあるが、そのためには文を産出する規則に再帰的な適応を認めざるを得な 

い(Chomsky, 1956)。近年になって、動物のコミュニケーション・システムには再帰が見出されないことから、再帰がヒトに特有の 

認知能力であるとする主張がなされ(Hauser et al., 2002)、サルには、再帰によって生成される音節系列の弁別が出来ないという 

データも提出された(Fitch and Hauser, 2004)。ヒトのfMRIにより、サルにでも弁別可能な、より単純な音節系列の処理の際には 

前頭弁蓋部が、そして再帰によって生成される、より複雑な構造を持つ音節系列の処理にはブローカ野が活動することが見出 

された。この発見は系統発生学的に古い皮質がサルとヒト双方に処理可能な系列を、そして新しい皮質であるブローカ野がヒト 

にのみ処理可能な系列を処理していることを示唆する(Friederici et al., 2006)。我々は自然言語においても再帰により生成される 

「中央埋め込み文」の処理がブローカ野で行われること、そしてこのように複雑な文の処理には不可避的に随伴する記憶負荷 

が、ブローカ野直上に位置する下前頭溝によって対処され、さらにこの二領域が機能的・解剖学的に緊密な連絡を持つことを 

明らかにした(Makuuchi et al., 2009)。次に、我々は再帰を「外的に付与された刺激の操作により得られた内的表象をさらに 

操作する」ことと定義し、言語と数学で同一の階層構造を持つ系列の処理の際の脳活動を比較したので、その結果を報告する。 
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